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青森博物研究合食報 第六牡

(昭和十三年二月) 別棚

十和田･八甲田lこ於げろ

両棲類の分布状態

和 田 千 歳



八 甲 田 IUの ク 3'カ - ル

(左は堆､右は雌の背面)

八 甲田山 タj'カ-ルの卵塊

(ブナの葉に産み付けられて容易に雅れず)
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十和田八甲田lこ於ける

両棲類の分布状態

和 田 千 萩

余は一九三一年八甲田山に於ける脊椎動物目撃(1)中に両棲類の有尾難

四種,無尾類四種,合計八位をあげたが,一九三五年渡連覇育氏は十和田

八甲田の動物目録(2)に於で無届類に養殖のウシガ-ルを加-五種とし合

計九種とされた｡然るに余は一九三五年以降三ヶ年に亙り,八甲田山の外

に十和田湖附近の調査に着手し,殊に一九三七年には六月(二日間),七月

(三日間)､八月(五日間)､･の都合三回十日間出張し.八月には南八甲田(櫛

ケ峯連峯)から十和田湖にかけで色々と調査をした結果､礎爽見逃 してゐた

蛙の分布地や産卵場が逐次判明した｡今般新に判った蛙は十和田湖畔の三

種と従来疑問視してゐた八甲田山の一種とを合計して四種となったので,

それに従来の有尾類四桂を加-ると合計十二種の両棲殊が十和田､八甲田

方面に棲息することになる｡

Ⅰ･十和田^甲tZlの両棲類日鼓

1･有鳥類 CAITDATA

A. 山板魚科 Eynobi血e
(1) I.vnobiuslichenatus触 ngey トウホクサy セウウヲ

(2) Ⅱ.vnobiusnigreScens.SYeJ7WgeY クtzサンセウウヲ

(3) On.ychodactylusia･ponicus(HbuLluJ71) -7ネサンヤウウヲ

B.##* Salamandridae

(4) Triturusp.vrrhogaster(& 'C) ヰモ t)

2.無鳥類 ANVRA

A.賠蛤科 Ztufoni血e

(1) Bufovulgari占fom o811B助 k71ger ヒキガへル

B.雨蛙科 Eylidae(2)Ⅱyl壬Iarl泊re&japonicaG〟朗Iher -ホン717ガ-ル

C.赤蛙科 Ranidae
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(3) RananigromaculatanigromaculataHaZbzêeH

トノサマガへル

(4) RanatemporaliaornativentriBW,'er71eY ヤマアカガ-ル

(5) RanatagoiOhaLh タゴガ-ル

(6) Rbacophorusschlegeliischlegelii(GuenEher)

シユレーゲルアヲガへル

(7) Rhacophorusschlegeliiarborea(OhadaetKazua710)

モリアヲガへル

(8) Polypedatesbuもrgeri (SlhkgeZ) カジカガ-ル

上記の如 く有尾類四位､無届類八撞､合計十二種の両棲類が国立公園十

和田､八甲田方面に棲息してゐることが判った｡

侍これに養殖 してゐる Ranacatesbiana即ちウシガ-ル(BullFrog)

を加へると十三種になる｡此の内無届類の (2)､(3)､(5)､(6)の四種は

同地方産として今迄憩表されてゐないから特に説明し,他は既に蓉表され

てゐるから分布地鮎だけを述べ､風致と園係あるものは少し詳細に説明致

し度い●

I.生葱的分布

モ1)アヲガ-ル､ヤマアカガ-ル､ヒキガ-ル､カジカガ-ル及びサン

セウウヲ類は同地域を通じて棲息してゐるが､トノサマガ-ル､ニホンア

マガヘル､シユレーゲルアヲガ-ル､タゴガ- ル等は一地域を限って棲息

して居ることが判る｡

(1)ヰモ1)は八甲田山では一三四〇米の高度にすら分布するが十和田湖

鳥沼等には一番多く､一〇〇〇米より高 くなると次第にその数が減って凍

るO乗鞍岳山腹一一一〇米の黄淑沼(太EfI沼)にも相嘗泳いでゐるが､どの

詔でも岸の方に多く集ってゐる｡高田抱(九七O米)め.浜原にも随分ゐるの
でモ1)アヲガ-ルの卵塊を飽食して欝止して居るのも見られるo

(2)クロサンセウウヲは低い朗には少い｡十和田廟では少数岸の方に兄

へるが,八甲田山では†五五〇米の競沼は有名な蕃苑地で,六月上旬から

見事な産卵をするので山の人達はこれを戸和田 (奥山の水滑の義)の餅と

呼び卵塊の多少によってその年の塁凶を判断することになっ て ゐ る｡ 産

卵期以外には方々を漂行し一五八四米の八甲田大高の頂上で掃-たことも

あるb
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(3)T･ウホクサンセウウヲはこの類の中で一番分布が虜vlo田代馬立場

附近の清水の湧いてゐる所には一番多く.菅野茶屋の用水井 (泉)にも六

月上旬から産卵するし､十和田街道の路傍水滑にもあちこちと産卵してゐ

る｡ 亦南八甲田の黄瀬沼にも構沼にも産卵してゐる, 海抜面高度からいふ

と一五八四米迄漂行し附近の巨石下に隠れてゐることが往々見つかる｡

(4)-コネサンセウウヲは一五八四米の高所で捕ったこともあるが一般

に少い｡産卵虜は渓流であるが八甲田山では居繰揮 (田茂菰滞/1七〇米P

E 7.0)附近が著名な産地であるO

(5)ヤマ7カガ-ルは何畠でも見つかる｡水帝にだらしのないやうに産

卵してゐるが､海抜高度は一五五〇米の高所に達 し性勇将で飼育中カナ-

どを呑んだ事もある｡

(6)ヒキガ-ルも極めて普通なもので健の色彩は様々変化してみるが､

路傍でも林中でも浜原でも 6-7月の頃にはよく見嘗るもので,赤蛙と同

様路傍排水路に津山産卵する｡而して一番見事なのは奥入瀬渓流の路傍排

水路の中で 1雌に20飴の鮭が寄り重なってゐる交尾圏が所々に五月の末頃

に見られることである｡中には健を離して見ると雌が死んでゐたのもあっ

たO この蛙とヤマアカガ-}1,の蹄斜は十和日]道路至る所の排水路や路傍の

水溜に生育してゐる｡八甲田山で殻湯大岳と井戸岳の鞍部に常る高砂の座

敷といふ所の潜等水の滞る所に.数十匹のヒキガ-ルとヤマ7カガ-ルが

産卵するが.雪がなくなる境には水も蒸車透下して乾 くため卵や科料は皆

枯死し､その惨状茸に気の毒な程である｡

(7)モ1)アヲガ.-ルは同地域一帯に棲息してゐるものであるが､その産

卵韻は湖畔や池沼畔である｡一番高い産卵場は八甲田大岳の鏡沼 (一･五五

〇米)で低い所は奥入瀬渓流の路傍 (約三二〇米)らしレ､｡菅野茶星の用

水滞 (五二〇米)には昭和/六一年頃から二番位六月中旬頃から産卵するo田

代温泉の新湯附55.にも鮎々産卵する｡鳥沼呼､赤招畔(八甲田瑠璃湖)､責

瀬沼畔,併絹(一一三〇米)畔､谷地温泉､猿倉温泉,酸ケ湯温泉附近､馬

立場(雪中行軍遭難記念銅像所在)､八甲田山の毛無岱､仙人平､高田滝､

黄瀬沼抱､奥瀬滝､十和田湖畔 (子ノロ火口瀬､小重石,宇樽部等)等に産

卵する｡十和田湖呼子ノロ水門附近D青葉に六月下旬から七月上旬に風胎

玉のやうな卵塊を産むのと､小重石附近の樹蔭でコPカ77､コFFコ｡と合

叫する音柴とは如何にも深山の妙味を湖水の風景美に添ふる如くで全く自

然の繋異と讃せざるを得ない｡

(8)カジカガ-ルは渓流にゐるため制限されてゐるやうであるが､十和
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田湖畔に爵産することは一寸珍 しいけれども何虚にでもゐるといふわけで

なく､子 ノロの湖畔から小重石附近の湖岸一帯玉石の寅をなしてゐる所に

数百のカジカガ-ルが居る.去年(一九三七)七月上旬には旺んに鳴合をし

人が接近すると急いで水中に潜入してしまう｡次に有名な所は鳥川の末流

と奥入瀬渓流である｡徒歩で渓流を棲むる峠は該蛙の鳴合によって大いに

慰められる｡宇樽部小畢校前の水田用水路にも胡常襲の同蛙が居て鳴き嘆

いでゐる.八甲田路線の塞水滞渓流にも少しは居る､田代新湯には樺山居

るので夜提灯の光に集まって氷るからこれを押-て商費にした人も以前あ

った位である｡ 奥入瀬渓流と鳥川尻のものは聾が宜 しいO

(9)シ-レーゲル7ヲガ-ル､ニホンアマガ-ル､ ト′サマガ-ルは,

従来十和田湖附近には居ないと思ってゐたが､昨年(一九三七)やつとこれ

等卒地位も居ることが判明した｡その場所は十和田湖畔宇樽部小畢校前の

田圃で､ここは極めて小面積の開墾された水田で背後は直ちに森林になっ

て居る西向の場所である｡ 同所にはこの三種の外にモ1)アヲガ-ル､カジ

カガ-ル､ヤマ7カガ-ル､ヒキガ-ル等が混棲 し､生態的分布上江目すべ

き所で十和田湖畔の蛙集合所とも謂ふべき所である｡ここのカジカガ-ル

は渓流の書と競争しないために聾が低調である｡ シユレーゲル7ヲガ- ル

とモT)7ヲガ-ルと生腰的に分布を異にする両種が同一地帯に混棲する故

其の環境を明にしなければならないが之は他日の研究に譲ることにする｡

(10) タゴガ-ル(タゴアカガ-ル)は酸湯街道寒水揮(金太郎浮)の橋附

近(約六五〇米)の湧水地に産卵してゐる｡余は昭和四年六月と昭和十一年

六月(何れも上旬)に此所から採収したが､去年の夏信州の飯田中畢校宮下

忠義氏から頂いた標本と全 く同一の形態をしてゐたのでやつとタゴガ- ～

であることが判明した｡この蛙は分布上珍 しいもので今迄は鹿鬼島､愛媛､

和歌山､奈良､岐阜､長野の話解に聾見されたので､ 四囲､九州､本州

中南部地方に分布するものとされて居たが､八甲田山からも捕れたから本

州､四囲､九州に分布することになるのである｡両も東北地方ではまだ見

つからないものが十和田国立公園内に産するといふ事は又誇 りとすべきで

ある｡タゴガ-ルといふ名節は採収者田子腸痛氏を記念するために付けら

れたものだといはれてゐるOこれは何良にでも居るといふ普通のものでな

いから登山者は心して保護 しなければならない｡

1･籍 び

(1)十和田国立公園内には有尾類四種､無届類八種､合計十二種の両棲
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類が居る. この外鳥温泉で養殖 してゐるウシガ-ルは附近を漂行し.外の

仔蛙を呑喰してゐる｡

(2)十和田国立公園内の温泉附掛 こはモ 1)アヲガ-ルが多く産卵するO

(3)十和田湖時事椿部部落前の水田はモ1)アヲガ-ル､シユレ-ゲルア

ヲガ-ル､ニホンアマガ-ル､ トノサマガ-ル､カジカガ-ル､ヒキガ-

ル､ヰモ 1), トウホクサンセウウヲ等多種の両棲類が混樺する天然の動物

園であるO

(4)八甲田山路線寒水滞橋附正はクゴガ-ルの産卵場であると同時に.

現在ではこの蛙の世界最北限分布飽鮎である｡故に該蛙の分布は青森願迄

延長 したことになる｡

(5)十和田湖呼子ノロ沿岸の玉石岳には水中にカジカガ-ル､樹上にモ

1)アヲガ-}L,が棲んでゐるのも珍 しい0

本稿を草するに際 し信州産タゴガ-ルの標本を貯輿下された宮下忠義氏

及び､宇樽部のニホンアマガ-ル採取に助力して下さった石橋電人民に深

甚の謝意を表する次第である｡
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